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(57)【要約】
【課題】降雨を利用した太陽電池モジュールの洗浄にお
ける洗浄効果を向上させることが可能となる太陽光発電
システム及びその制御方法を提供する。
【解決手段】太陽電池モジュールと、降雨か否かに応じ
て前記太陽電池モジュールの水平方向に対する傾斜角を
可変制御する傾斜角制御部と、を備える太陽光発電シス
テムとする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽電池モジュールと、
　降雨か否かに応じて前記太陽電池モジュールの水平方向に対する傾斜角を可変制御する
傾斜角制御部と、
　を備えることを特徴とする太陽光発電システム。
【請求項２】
　降雨でない場合の前記傾斜角の方向を正とした場合に、降雨である場合の前記傾斜角は
、降雨でない場合の前記傾斜角より大きな正の値に制御されるか、又は降雨でない場合の
前記傾斜角に対応する負の値より小さい負の値に制御されることを特徴とする請求項１に
記載の太陽光発電システム。
【請求項３】
　前記降雨である場合の傾斜角は、＋１０°以上且つ＋９０°以下であるか、又は－１０
°以下且つ－９０°以上であることを特徴とする請求項２に記載の太陽光発電システム。
【請求項４】
　降雨であるか否かを判定する降雨判定部を備えており、
　前記傾斜角制御部は、前記降雨判定部の判定結果に応じて前記傾斜角を可変制御するこ
とを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の太陽光発電システム。
【請求項５】
　水分センサーを備えており、
　前記降雨判定部は、前記水分センサーが出力する検出信号に基づき、降雨であるか否か
を判定することを特徴とする請求項４に記載の太陽光発電システム。
【請求項６】
　ネットワークインタフェースを備えており、
　前記傾斜角制御部は、ネットワークから前記ネットワークインタフェースを介して取得
された気象情報に基づき、前記傾斜角を可変制御することを特徴とする請求項１～請求項
５のいずれか１項に記載の太陽光発電システム。
【請求項７】
　降雨か否かに応じて太陽電池モジュールの水平方向に対する傾斜角を可変制御するステ
ップを含むことを特徴とする太陽光発電システムの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽光発電システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の太陽光発電システムにおいては、複数の太陽電池モジュールをアレイ上に配置し
ていることが一般的である。
【０００３】
　ここで、太陽光発電により発電された電力の買取制度として、発電した電力は一旦全て
電力会社に買い取られ、自家消費分の電力は別途系統電力で賄う全量買取制度の導入が検
討されている。今後、全量買取制度が導入されれば、太陽電池による発電量が多い方が一
般的に利益は大きくなる。
【０００４】
　そこで、近年では、太陽電池モジュールによりできる影の部分が少なくなるように太陽
電池モジュールの水平方向に対する傾斜角を小さくし、太陽電池モジュール同士をなるべ
く近接させて配置することで、同一設置面積における太陽電池モジュールの設置数を増や
す傾向となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開昭５９－１５０４８４号公報
【特許文献２】特表２０１０－５０２０２２号公報
【特許文献３】特開２００８－２１６８３号公報
【特許文献４】実用新案登録第３１７１７５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記のように太陽電池モジュールの傾斜角を小さくすると、降雨による
モジュール表面の洗浄作用が小さくなり、埃などがモジュール表面に溜まり易くなり、発
電出力が低下してしまうといった問題があった。
【０００７】
　なお、特許文献１には、太陽電池パネルの受光面の汚れを光を利用して自動的に検出し
、洗浄水配管の自動弁を動作させ、当該配管に設けたノズルから洗浄水を受光面に対して
噴射するようにすることで、受光面を自動的に洗浄可能なものが開示されている。しかし
ながら、降雨を利用した洗浄に関するものではない。
【０００８】
　また、特許文献２には、太陽電池モジュールの受光面上に形成される液体フィルムを形
成するためのフロー設備を有することで、受光面に汚れが付着することを防ぐソーラー設
備が開示されている。しかしながら、降雨を利用した受光面の洗浄に関するものではない
。また、特許文献２には、太陽電池モジュールの水平方向に対する傾斜角を調整する手段
についても開示されているが、当該調整手段は太陽への追従により発電効率を高めるため
のものであり、降雨を利用した洗浄を目的とするものではない。
【０００９】
　また、特許文献３には、太陽光発電による発電量の減衰量が大きいことを検出すると、
太陽電池パネルの仰角を０°以下となるよう制御することで、太陽電池パネルに堆積した
堆積物を落下させるものが開示されている。しかしながら、降雨を利用した洗浄に関する
ものではない。
【００１０】
　また、特許文献４には、太陽電池パネルの上方部に効果的に灰を除去する散水ノズルを
設けるものが開示されているが、降雨を利用した洗浄に関するものではない。
【００１１】
　上記問題点に鑑み、本発明は、降雨を利用した太陽電池モジュールの洗浄における洗浄
効果を向上させることが可能となる太陽光発電システム及びその制御方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために本発明の太陽光発電システムは、
　太陽電池モジュールと、
　降雨か否かに応じて前記太陽電池モジュールの水平方向に対する傾斜角を可変制御する
傾斜角制御部と、
　を備える構成としている。
【００１３】
　このような構成によれば、雨が降っていない場合は発電量を確保し、雨が降っている場
合は降雨を利用した太陽電池モジュールの洗浄における洗浄効果を向上させることができ
る。
【００１４】
　また、上記構成において、降雨でない場合の前記傾斜角の方向を正とした場合に、降雨
である場合の前記傾斜角は、降雨でない場合の前記傾斜角より大きな正の値に制御される
か、又は降雨でない場合の前記傾斜角に対応する負の値より小さい負の値に制御されるこ
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とが望ましい。
【００１５】
　また、上記構成において、前記降雨である場合の傾斜角は、＋１０°以上且つ＋９０°
以下であるか、又は－１０°以下且つ－９０°以上であることが望ましい。降雨を利用し
た太陽電池モジュールの洗浄における洗浄効果をより高めることができるからである。
【００１６】
　また、上記いずれかの構成において、降雨であるか否かを判定する降雨判定部を備えて
おり、
　前記傾斜角制御部は、前記降雨判定部の判定結果に応じて前記傾斜角を可変制御するこ
ととしてもよい。
【００１７】
　また、上記構成において、水分センサーを備えており、
　前記降雨判定部は、前記水分センサーが出力する検出信号に基づき、降雨であるか否か
を判定することとしてもよい。
【００１８】
　また、上記いずれかの構成において、ネットワークインタフェースを備えており、
　前記傾斜角制御部は、ネットワークから前記ネットワークインタフェースを介して取得
された気象情報に基づき、前記傾斜角を可変制御することとしてもよい。ここで、気象情
報とは、天気予報情報を含む。
【００１９】
　また、上記目的を達成するために本発明の太陽光発電システムの制御方法は、降雨か否
かに応じて太陽電池モジュールの水平方向に対する傾斜角を可変制御するステップを含む
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によると、降雨を利用した太陽電池モジュールの洗浄における洗浄効果を向上さ
せることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る太陽光発電システムの概略構成を示す図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る太陽電池モジュールの傾斜角調整制御に関するフロ
ーチャートである。
【図３】本発明の第２実施形態に係る太陽光発電システムの概略構成を示す図である。
【図４】本発明の第２実施形態に係る太陽電池モジュールの傾斜角調整制御に関するフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
＜第１実施形態＞
　以下に本発明の一実施形態について図面を参照して説明する。本発明の第１実施形態に
係る太陽光発電システムの概略構成を図１に示す。
【００２３】
　図１に示す太陽光発電システム１０は、太陽電池モジュール１と、架台２と、油圧シリ
ンダー３と、水分センサー４と、制御部５を備えている。なお、太陽電池モジュール１、
架台２及び油圧シリンダー３は、図１では側面図として図示している。
【００２４】
　太陽電池モジュール１、架台２及び油圧シリンダー３から成る単位はアレイ状に建物の
屋根Ｒ上に複数配置される。屋根Ｒは、例えば工場、メガソーラー等の太陽光発電所、一
般家庭用住宅等の屋根である。
【００２５】
　太陽電池モジュール１は、受光面が矩形状をしており、太陽光を受けて発電する。太陽
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電池モジュール１を設置するための架台２は、一端が屋根Ｒに対して回動可能に固定され
ている。油圧シリンダー３は、屋根Ｒ上に支持され、本体部から伸縮が可能な伸縮棒３ａ
を備えている。伸縮棒３ａの一端は、架台２の裏面部に接続される。油圧シリンダー３が
駆動されて伸縮棒３ａが伸縮することにより、太陽電池モジュール１が架台２と共に回動
するので、太陽電池モジュール１の水平方向に対する傾斜角θを可変としている。
【００２６】
　水分センサー４は、降雨を検出するセンサーであり、屋根Ｒ上などの屋外に設置される
。水分センサー４は種々の公知の構成を採用でき、一例としては、水の誘電率を利用して
、くし型電極間の静電容量の変化を検出する構成を採用できる。
【００２７】
　制御部５は、マイコン等から構成され、油圧シリンダー３を駆動制御する。
【００２８】
　次に、太陽光発電システム１０により行われる天候に応じた太陽電池モジュール１の傾
斜角調整制御に関して、図２に示すフローチャートを用いて説明する。
【００２９】
　図２に示すフローチャートは定期的に行われる。図２のフローチャートが開始されると
、ステップＳ１で、制御部５は、水分センサー４が出力する検出信号に基づき、現在雨が
降っているか否かを判定する。
【００３０】
　もし雨が降っていない場合は（ステップＳ１のＮｏ）、ステップＳ２に進み、制御部５
は、太陽電池モジュール１の水平方向に対する傾斜角θが所定値のθ１となるよう、油圧
シリンダー３を駆動制御する。ステップＳ２の後、処理は完了となる（エンド）。
【００３１】
　ここでθ１は、図１の紙面左回り方向を正とした場合に、小さな正の値、例えば＋５°
とすることが望ましい。太陽電池モジュール１の傾斜角を小さくすれば、太陽電池モジュ
ール１によりできる影の部分を小さくでき、太陽電池モジュール１同士をなるべく近接さ
せることが可能となり、同一設置面積における太陽電池モジュール１の設置数を増やすこ
とができる。従って、雨が降っていない場合の発電量を大きくすることができる。
【００３２】
　一方、雨が降っている場合は（ステップＳ１のＹｅｓ）、ステップＳ３に進み、制御部
５は、太陽電池モジュール１の水平方向に対する傾斜角θが上記θ１より大きな所定の正
の値であるθ２となるよう、油圧シリンダー３を駆動制御する。ステップＳ３の後、処理
は完了となる（エンド）。
【００３３】
　これにより、雨が降っている場合に太陽電池モジュール１の傾斜角が大きく設定される
ので、降雨による太陽電池モジュール１表面の洗浄効果を高めることができる。従って、
埃などによる太陽電池モジュール１の発電出力の低下を抑制できる。
【００３４】
　また、仮に降雨時に太陽電池モジュール１の傾斜角が小さいと雨が太陽電池モジュール
１上から流れず残りやすいので、乾燥した時に雨に含まれていた物質が残留してなる汚れ
などがモジュール表面上に発生しやすくなる。本実施形態のように雨が降るときに傾斜角
を大きくすればモジュール上の雨水が流れやすくなって、モジュール上に残留しにくくな
るので、上述の汚れが発生しにくくなる効果がある。
【００３５】
　上記θ２の値としては、＋９０°以下であれば任意の値でも洗浄効果の向上を期待でき
るが、特には＋１０°以上とすることが洗浄効果の点で望ましい。
【００３６】
　なお、θ２の値として、θ１に対応する負の値（θ１＝＋５°の場合は－５°）より小
さく、且つ－９０°以上の任意の値としても上記効果を奏することができる。この場合、
特には－１０°以下とすることが洗浄効果の点で望ましい。このような実施形態を採る場
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合は、油圧シリンダー３の位置を図１から適宜変更すればよい。
【００３７】
＜第２実施形態＞
　次に、本発明の第２実施形態に係る太陽光発電システムの概略構成を図３に示す。図３
に示す太陽光発電システム２０は、第１実施形態（図１）との相違点として、制御部１１
と、ネットワークインタフェース１２を備えており、インターネット３０に接続可能とな
っている。
【００３８】
　制御部１１は、マイコン等で構成され、油圧シリンダー３を駆動制御すると共に、ネッ
トワークインタフェース１２を介してインターネット３０に接続可能となっている。
【００３９】
　太陽光発電システム２０により行われる天候に応じた太陽電池モジュール１の傾斜角調
整制御に関して、図４に示すフローチャートを用いて説明する。
【００４０】
　図４に示すフローチャートが開始されると、ステップＳ１１で、制御部１１は、ネット
ワークインタフェース１２及びインターネット３０を介してサーバー４０に天気予報情報
を要求し、サーバー４０からインターネット３０及びネットワークインタフェース１２を
介して天気予報情報を取得する。
【００４１】
　次に、ステップＳ１２で、制御部１１は、取得した天気予報情報に基づき、近々雨が降
りそうであるか否かを判定する。
【００４２】
　例えば、天気予報情報において、現在時刻に近い時刻で雨の予報となっていれば、近々
雨が降りそうであると判定し、現在時刻に近い時刻で雨以外（曇り、晴れ等）の予報とな
っていれば、近々雨は降りそうでないと判定する。
【００４３】
　もし近々雨が降りそうでない場合は（ステップＳ１２のＮｏ）、ステップＳ１３に進み
、制御部１１は、太陽電池モジュール１の水平方向に対する傾斜角θが所定値のθ１とな
るよう、油圧シリンダー３を駆動制御する。ステップＳ１３の後、処理は完了となる（エ
ンド）。なお、θ１の値については上記第１実施形態と同様である。
【００４４】
　一方、近々雨が降りそうでない場合は（ステップＳ１２のＹｅｓ）、ステップＳ１４に
進み、制御部１１は、太陽電池モジュール１の水平方向に対する傾斜角θが上記θ１より
大きな所定のθ２となるよう、油圧シリンダー３を駆動制御する。ステップＳ１４の後、
処理は完了となる（エンド）。なお、θ２の値については上記第１実施形態と同様である
。
【００４５】
　このような実施形態によれば、近々雨が降りそうになれば、太陽電池モジュール１の傾
斜角を大きく設定するので、降雨があった場合に太陽電池モジュール１表面の洗浄効果を
高めることができる。
【００４６】
　なお、本実施形態の変形例として、制御部１１は、ネットワークインタフェース１２を
介して外部のインターネット３０から降雨であることを示す情報を受け取ると、太陽電池
モジュール１の傾斜角をθ２に制御し、同様に外部のインターネット３０から雨が降って
いないことを示す情報を受け取ると、太陽電池モジュール１の傾斜角をθ１に制御するこ
ととしてもよい。
【００４７】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明の趣旨の範囲内であれば、実施形
態は種々変形が可能である。
【００４８】
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　例えば、上記実施形態では、太陽電池モジュール１の傾斜角を調整する機構として油圧
シリンダー３を用いたが、これに限定されることなく、その他の種々の機構を採用しても
よい。
【符号の説明】
【００４９】
　　　１　太陽電池モジュール
　　　２　架台
　　　３　油圧シリンダー
　　　３ａ　伸縮棒
　　　４　水分センサー
　　　５　制御部
　　　１０　太陽光発電システム
　　　１１　制御部
　　　１２　ネットワークインタフェース
　　　２０　太陽光発電システム
　　　３０　インターネット
　　　４０　サーバー

【図１】 【図２】
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